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大きくないことがわかる。これは 3モーラの ()!と 2モーラの ()がほぼ同
じ長さであり，本来ならば 3：2 の長さの違いが出なければならないのだが，
音節を単位としているために，どちらも 1音節の長さを基準の単位としている
ことがわかる。（）のカタカナの実験においても， 3モーラ 3音節の ().().
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　（4）からわかるように，「桃太郎さん」の 1番の最後の音符に 2モーラ 1音
節が割り当てられている。 2番の最後の音符が 1モーラ 1音節であることか
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4 ．Kawahara（2016）の問題点



















































"がその前の音節（モーラ）の 1音節 1モーラの音の ""や
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と考えられる。本来 ".&.$'"のようにすべきと考えられるが，ここでは
に合わせる），"&"と "$"がひとつのモーラと同じ長さということに
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　（7）の例は 3モーラ以内の短い外来語の例であるが， 2モーラの をひと


















（8） ． ． ．
7 7 7
    （）  （）   















































































































2 音節語（重重） 2（1.83+） 1（0.92+） 52（41.94+） 46（37.1+） 0
3 音節語（重軽軽） 21（19.27+） 21（19.27+） 25（20.16+） 0　1
3 音節語（軽重軽） 3（2.75+） 3（2.75+） 2（1.61+） 1（0.81+） 40（67.8+） 38（64.41+）
3音節語（軽軽重） 7（6.42+） 6（5.5+） 24（19.35+） 28（22.58+） 9（15.25+） 8（13.56+）















あり，重音節＋軽音節＋軽音節の 3音節語では か のどちらかに
分かれている。パターンは 25（20.16+）に対して，末尾子音もしくは







があるとは言えない。さらに のパターンは， 4モーラ 4音節の語が 79
（72.48+）もあり，の 18（14.52+）と の 14（23.73+）に比べて
圧倒しているが，この点については全てが軽音節であるため，音節へのアクセ
ント付与は関係していない。
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節＋軽音節＋重音節の 3音節語では，最後の重音節にアクセントが来ているの



















場合 と と の 3パターンが存在する。それら 4モーラ語に





























































































































































































































. 2016.   ? 























. A; ? 8.
窪薗晴夫 2016．「日本語の二重母音」『現代音韻論の動向　日本音韻論学会 20 周年記念論
集』．22－25．







 29 ? 113－152.


















500 松山大学論集 第29巻 第4号
